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№

※評価方法については、別紙「事業効果検証・評価について」をご確認ください。

評価 理由 評価

基礎 ―

上乗せタ
イプⅡ

―

1. 産地でのニット
生産額

118億円 121億円 116億円 未達成

2. ニット従業者
の雇用数

635人 653人 650人 未達成

　　　五泉市まち・ひと・しごと創生総合戦略
地方創生推進交付金（推進交付金・拠点整備交付金）事業　平成２９年度検証シート

・交付金申請におけるＫＰＩ

31

五泉ニット地域ブラ
ンド化事業（加速

化）

平成28年度に五泉ニット工業協
同組合が実施する五泉ニットの
地域ブランド化を目指す取組みに
対して支援。品質基準を満たした
ニット製品の開発、次世代を担う
人材育成のための技術訓練を行
い、事業終了。

商工観光課 加速化 ―

平成29年度に五泉ニット工業協
同組合が実施する五泉ニットの
地域ブランド化を目指し、人材育
成事業、地域活性化事業、市場・
販路開拓事業及び広報・PR事業
に対して支援した。
交付金申請におけるＫＰＩは右の
とおりとなった。

12,080

五泉ニット製品開発
事業（基礎）

五泉ニット製品開発事
業（上乗せタイプⅡ）

H27年度に五泉ニット組合が実施
する五泉ブランド化を支援。試作
品の製作、イタリアでの評価、イ
タリア企業との仮調印を行い、事
業終了。

指標
基準値

H28年度
指標値

H29年度

五泉ニット地域ブラ
ンド化事業（推進
（横展開タイプ））

商工観光課

推進
（横展
開タイ
プ）

交付金活用事業。
H30年度以降も五泉ニット
工業協同組合への支援を
継続し、国内外に認知され
る産地ブランド化の確立を
目指す。
①人材育成事業
②地域活性化事業
③市場・販路開拓事業
④広報・PR事業

交付金活用のH27単年度
事業。
H29年度以降も継続支援。

平成２７年度事業のため、平成２８年度に検証済み。

達成
状況

事業終了後における
事業効果

平成２８年度事業のため、平成２９年度に検証済み。

B

相当程
度効果
があっ
た。

1については、実績
値が昨年度と同額
であったが、指標
値の96%の実績が
ある。2についても
未達成となったが
着実に指標値に近
づいているため、
おおむね達成して
いると評価した。

(10) 数値目標・ＫＰＩの達成に向
けた事業の改善点・方向性等

交付金
活用事業

30

H27年度に五泉ニット組合が実施
する五泉ブランド化を支援。計画
策定のため委員会を開催、視察
研修を行い、事業終了。

(3)
事業
№

(9)  次年度以降の
事業計画について

(4) 事業名
(5)

主担当課
(6)

交付金
(7) 実施状況

(8) 事業費
（決算額）
単位：千円

商工観光課

交付金活用のH27単年度
事業。
H28年度以降は「五泉ニット
地域ブランド化事業」として
継続支援。

・現在の様々な取り組みや方向
性は正しいと思われるが、KPI１
実績値としては伸びが見られて
いないため、粘り強く継続した取
り組みが必要と思われる。現在
実施している様々な取り組みが
成果として現れることを期待した
い。

・ロゴマークの作成や展示会へ
の出店、組合HPでのネット販売
開始など、ブランド化の推進や、
消費者へのダイレクト販売を拡
大する取り組みはＫＰＩ１・２への
寄与が期待されるため、継続し
た取り組みが必要である。

・五泉ニットを直接購入できる拠
点となる場所（店舗）の確保と周
知が必要なのではないか。（五
泉市内で購入可能な場所が少な
い）

・好評である工場見学のルート
内に商品を購入できる機会を設
けるなど、販促活動を実施・強化
することができるのではないか。

・人材不足解消のため、新規雇
用者支援（人件費直接補助、就
職一時金の支援等）を検討して
みてはどうだろうか。

・五泉でニットの実習を行う専門
学生（アパレルニット科）に、五泉
の良さを知ってもらい、そのまま
企業へ残ってもらえるよう働きか
けることが、人材不足解消の解
決策の1つになると考えられる。

平成２７年度事業のため、平成２８年度に検証済み。

実績値
H29年度

意見

1

本事業
は五泉
市総合
戦略の
KPI達
成に有
効で

あった。

・H29年度から五泉ニットブラ
ンドのロゴマークを活用して
いて、アパレルの許可を得た
ところに付けている。一般消
費者にマークを知っていただ
き、マークの付いた商品を選
んでもらえるよう取り組み、
売り上げにプラスになるよう
にやっていく。

・ニット従業員数について、
年齢の構成で、50歳以上が
65％を占め、20歳代が3％程
度とのアンケート結果があ
る。人材確保において、小中
学生の工場見学等により将
来ニット業界に勤めてもらえ
るよう期待する。また、地元
に理解してもらいたい。

・五泉市の企業は作る技術
は素晴らしいが、売る技術が
少し遅れていると思う。越境
ECに取り組むとか、SNSを活
用するところをもう少しうまく
やれば、産業の活力が少し
は上がってくるのではない
か。

・「五泉はニットが良い」と紹
介すると「どこで買える？」と
なり返事ができない。ニットを
紹介・販売する場所を確保
し、観光に繋げてはどうか。
将来的に非常に期待が持て
る事業だと思う。

・売り方として、五泉ブランド
ニットについて、クラウドファ
ンディングの投資型を活用し
て、全国から広くお客を募っ
て商品価値をPRする方法も
ある。
　また、各地域金融機関・地
方銀行で連携して各地の良
いものを発信していくという
支援をしている。関西地区な
ど近県以外の商談に出向
き、市場の反応を見ることも
含め、有効ではないか。

(12) 推進本部の意見

・生産額の評価について、
数字上は確かに目標値の
95％以上となっているが、
上昇を目指しているにも関
わらず、基準値を下回って
いる。要因の検証が必要と
思う。「現状を考えれば減
少もやむなし」「できる限り
下降勾配を緩やかに」とい
うことであれば、目標値の
変更が必要ではないか。

・KPIについては、地域ブラ
ンド化に向けて、概ね達成
されている。引き続き、現
状の取組の推進が必要と
考える。

・人材育成や市場・販路開
拓事業など取り組んでいる
が、成果が表れるには時
間を要する。認知度向上
のためには現在取り組ん
でいるニットフェスやニット
感謝フェアーなどによるPR
活動を継続していくことが
重要であり、さらにPR活動
の強化を図っていくことが
必要である。また、外部有
識者より「作る技術は優れ
ているが売る技術が遅れ
ているため、越境ECや
SNS、クラウドファンディン
グなどを活用してはどう
か」との意見が出されたの
で、検討していただきた
い。

(11) 外部有識者の意見
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※評価方法については、別紙「事業効果検証・評価について」をご確認ください。

　　　五泉市まち・ひと・しごと創生総合戦略
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交付金
活用事業

評価 理由 評価

商工観光課 基礎 ―

商工観光課
上乗せ
タイプ

Ⅱ
―

1. 桜アロマ機能
性原料及び商品
の総売上高

300千円 7,800千円 1,069千円 未達成

2. 桜アロマ事業
化による雇用創
出数

0人 2人 0人 未達成

3.観光客入込数
（基準値H26）

742,000人 786,400人 640,120人 未達成

1. 桜アロマ機能
性原料及び商品
の総売上高

300千円 7,800千円 1,069千円 未達成

2. 桜アロマ事業
化による雇用創
出数

0人 2人 0人 未達成

3.観光客入込数
（基準値H26）

742,000人 786,400人 640,120人 未達成

(3)
事業
№

(4) 事業名
(5)

主担当課
(6)

交付金
(7) 実施状況

47

交付金活用のH27単年度
事業。
H28年度以降も継続支援。

・桜アロマ工房が完成し、1年を
通して立ち寄れる休憩所（おみ
やげの販売やカフェ）として徐々
に品ぞろえを増やしている。現在
はアイスクリームやコーヒーの販
売。今後は桜関連や地元特産品
を使用したお菓子などを開発し
提供する予定である。

・桜アロマの商品も増やし、アメ
ニティなどは販路を開拓中
（JAL、プリンスホテル等）であ
る。

・施設の設備(カフェとしての機能
やアメニティの充実も含む)が整
うことによって、桜の季節だけで
なく通年楽しめる新しい観光拠
点として活用していけると思われ
る。

・この施設や商品をPRするため
には、メディアなどへの露出を増
やすことが重要。インターネット
やSNSでもっとPRしてはどうか。

1

本事業
は五泉
市総合
戦略の
KPI達
成に有
効で

あった。

・「五泉は花シリーズがあ
ります」と紹介するが、
シーズンが終わると紹介
するところがない。観光に
繋げることが必要。将来
的に非常に期待が持てる
事業だと思う。

・売り方として、五泉アロマ
について、クラウドファン
ディングの購入型を活用
する方法もある。もし集ま
ればヒットだなとなる。
　また、各地域金融機関・
地方銀行で連携して各地
の良いものを発信していく
という支援をしている。関
西地区など近県以外の商
談に出向き、市場の反応
を見ることも含め、有効で
はないか。

・新潟県において観光産
業というのは重要な位置
づけになってくる。観光を
うまくいかせるために、各
組織が連携して企業体を
作るDMOを五泉市でも検
討してもいいのではない
か。

The Gosen brand ご
せん桜アロマ事業
（上乗せタイプⅡ）

・H27に五泉市観光協会が実施
するごせん桜アロマ商品開発に
対する支援。食品・化粧品原料と
しての品質・規格確立を行い、事
業終了。

The Gosen brand ご
せん桜アロマ事業

（加速化）
商工観光課 加速化

The Gosen brand ご
せん桜アロマ事業
（推進(横展開タイ

プ)）

商工観光課

交付金活用事業。
H30年度以降は、（一社）五
泉市観光協会が指定管理
者として運営する「ごせん
桜アロマ工房」を活用しな
がら継続的に事業を推進
する。

The Gosen brand ご
せん桜アロマ事業
（基礎）

・（一社）五泉市観光協会が実施
するごせん桜アロマ事業に対す
る支援を行う。
交付金対象事業費　10,735千円
・市場調査、PR活動、学会等へ
の出展 4,535千円
・癒し効果の評価、抗腫瘍物質の
確認実験、成分分析　　6,200千
円
交付金申請におけるＫＰＩは右の
とおりとなった。

14,833

The Gosen brand ご
せん桜アロマ事業

（拠点整備）
商工観光課

拠点整
備

C

効果が
あっ
た。

(10) 数値目標・ＫＰＩの達成に向
けた事業の改善点・方向性等

・交付金申請におけるＫＰＩ

意見

・五泉市観光協会が実施するご
せん桜アロマ商品開発に対する
支援。機能性原料としての確立、
特許取得を行い、事業終了。

―
交付金活用のH28単年度
事業。
H29年度以降も継続支援。

・H27に五泉市観光協会が実施
するごせん桜アロマ商品開発に
対する支援。新商品2点の開発を
行い、事業終了。

(8) 事業費
（決算額）
単位：千円

(9)  次年度以降の
事業計画について

平成２７年度事業のため、平成２８年度に検証済み。

平成２７年度事業のため、平成２８年度に検証済み。

指標
基準値

H28年度
指標値

H29年度
実績値

H29年度

(12) 推進本部の意見

・販路を開拓中ということ
で、一番重要であり、困難
な作業であると思われるの
で、マネジメントのプロの
雇用を検討してもよいので
はないか。

・改善点・方向性の欄に記
載があるように、工房が完
成して1年が経過した。今
後も施設の整備を進めて
いくと思うが、今の工房の
イメージが工場的に感じて
しまう。
　建物だけでなく、建物周
辺の植木等の整備をする
ことで、居心地のよい空間
や雰囲気を作り出し、桜の
癒し効果（販売商品）とイ
メージが重なり、もっと素敵
になると思う。

・未達成の理由が天候不
順では本事業としての検
証がないのではないか。

・KPIについては、商品売
上高などあまり達成されて
いない。引き続き、事業の
改善点・方向性等に基づく
取組の推進が必要と考え
る。
　なお、現在のKPIに加え、
施策を通じての新たな商
品化や新ビジネス展開な
どの成果を測るためのKPI
の追加についても検討が
必要と考える。

・さくらアロマの知名度、売
り上げを向上させるために
は、幹事会、市民検討委
員会で「販路を確保するこ
とが重要である」と意見が
出されており、売上向上に
有効であるため、現在開
拓中の販路について現実
のものとなるよう取り組ん
でいただきたい。
　また、マネジメントのプロ
の雇用について検討して
みてはとの意見があり、有
効な1つの方法であるため
検討してみてよいのではな
いか。

(11) 外部有識者の意見

推進(横
展開タ
イプ)

達成
状況

事業終了後における
事業効果

平成２８年度事業のため、平成２９年度に検証済み。

C

効果が
あっ
た。

　観光客入込客数に
ついては、最大の集
客ポイントである春の
花シリーズにおいて、
天候不順のため開花
と休日のミスマッチと
なり集客に繋がらな
かった。
　総売上高と雇用創
出数については、ハ
ンドクリーム・ジェル
の販路確保ができな
かったことや、桜カ
レーの販売は行った
ものの、その他の桜
関連商品の開発が進
まなかったことによる
ところが大きい。
　Ｈ２９年で準備を進
めＨ３０年４月にオー
プンした「ごせん桜ア
ロマ工房」で２名の職
員雇用が生まれ、ソ
フトクリームやジェ
ラード、香り袋などの
商品が開発されてき
ており、僅かではある
が前進が見られてい
る。引き続き販路の
確保と桜関連商品の
市内事業所での展開
を進めなければいけ
ない。
　また、このたびの結
果を踏まえるとＫＰＩ
が過大設定であると
判断できることから、
精査して見直しを行う
必要がある。

交付金活用事業。
H30年度以降は、（一社）五
泉市観光協会が指定管理
者となり、当該事業の拠点
施設として工房を活用し事
業の進捗を図る。

H28→H29の繰越事業

・五泉市ごせん桜アロマ工房を建
設。
　施設概要：木造平屋建て鋼板
葺き　１棟
　床面積213.5㎡、低温真空乾燥
室、冷菓製造室、売店、事務室等
交付金対象事業費　　116,223千
円
　
交付金申請におけるＫＰＩは右の
とおりとなった。

137,316

2 ページ


